
1．行政との連携 

所管が教育委員会(教育政策課・学校教育課)に移管して 3 年になり、「子どもを取り巻く環

境・施設面での整備補填・学校との意思の疎通・学校施設の利用・緊急時対応の連絡など」

迅速な対応があることで、健全な放課後児童クラブの運営がなされている。 

 

2．保育料等の完納対策の強化 

クラブ会計担当保護者からの催促（一斉メール等）に加え、法人事務局から個別に電話で督

促をするなど、完納対策を強化した。かなり未納は減ってきているが、さらに年度内保育料

完納の徹底化が必要である。 

 

3．地域団体との連携・コミュニケーションの強化 

近年の自然災害、不審者情報など錯綜する生活環境での保育を考えたとき、昨年に引き続き、

地域住民・地域団体・地域企業との連携・コミュニケーションの強化を実施した。県立福岡

農業高等学校でクラブ児童と高校生が無農薬のミカン狩りを一緒にしたり、福岡県醤油醸

造協同組合の見学交流やコミセン主催の餅つき大会(臼と杵使用)を経験など今年度は地域

交流を 7件実践した。 

 


